
 

 

川端康成文学館の事業等について 

平成28年2月19日 

川端康成文学館 

 

１ 川端康成と茨木 

川端康成は、明治３２年（1899年）６月１４日大阪市生まれ。３歳までに両親と死別、祖父母に引き取ら

れ、三島郡豊川村大字宿久庄（現在の茨木市宿久庄）に移り、旧制中学校を卒業し上京する１８歳までを

茨木で過ごす。 

◎川端康成年譜～出生から上京まで  

明治32（1899）６月１４日、大阪市北区此花町（現北区天神橋）で誕生 

     34（1901）１月、父栄吉没  

     35（1902）１月、母ゲン没  祖父三八郎・祖母カネに引き取られる 

     39（1906）４月、豊川尋常高等小学校（現茨木市立豊川小学校）に入学  ９月、祖母カネ没 

        42（1909）７月、姉芳子没（１４歳） 

        45（1912）４月、大阪府立茨木中学校（現府立茨木高等学校）に入学 

大正 ３（1914）５月、祖父三八郎没  ８月、母の実家黒田家に引き取られる 

        ４（1915）３月、茨木中学の寄宿舎に入る 

     ５（1916）２月、茨木町の京阪新報社を訪問、翌月「Ｈ中尉に」及び短歌が同紙に掲載される 

            このころから文芸誌への投稿を始める 

     ６（1917）１月、茨木中学の英語担任教師倉崎仁一郎の葬儀が行われ、その一部始終を記した「生

徒の肩に棺を載せて」が、大阪から発行の雑誌『団欒』３月号に掲載される 

               ３月、茨木中学校を卒業、上京  ９月、一高に入学、寮に入る 

◎茨木を舞台とした主な作品（川端康成文学館編『川端康成と茨木』所収） 

「十六歳の日記」（1925）…数え年１６歳当時の日記に基づく作品。死を間近にした祖父の看取りの 

記録。 

 「油」（1921）「葬式の名人」（1923）「祖母」（1926）「故園」（1943）「骨拾い」（1949） 

 

２ 茨木市立川端康成文学館について 

昭和４３年（1968年）川端康成は日本人初のノーベル文学賞を受賞。川端の「ゆかりのふるさと」である

茨木市は、川端に「名誉市民」の称号を贈るとともに、市民に川端文学を紹介し親しんでもらう拠点とし

て、昭和６０年（1985年）５月、川端康成文学館を開館。 

◎主な展示 

・川端康成の生い立ち、川端文学とその舞台、ノーベル文学賞受賞 

・川端康成文学散歩 

・祖父母と暮した宿久庄の屋敷模型 

・作家の書斎（鎌倉川端邸再現） 

◎主な所蔵品 

・川端康成直筆原稿（小説『篝火』ほか）   ２１点 

・川端康成書簡              １１２点 

・川端康成墨書（小説『雪国』冒頭ほか）   ５３点 

・その他（書籍・雑誌等）             

合計３、５０５点（平成２７年１１月末現在） 
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３ 川端康成文学館の事業及び業務 

   ・川端康成生誕月記念企画展（６月） 

   ・文学講座（通年６コマ）、連続講座（通年５コマ） 

   ・川端康成とその文学に関するテーマ展示（年間３～４回） 

                 ギャラリー利用者への貸出 

・併設ギャラリーの運営   ギャラリー企画展 

                 文学館企画展（夏休み企画・俳句コンクール入賞作品展等） 

   ・川端康成文学館俳句コンクール 

・川端康成に関する資料の収集整理及び保存、資料貸出、データ提供 

   ・文学館の団体見学者への解説、案内 

   ・市民やマスコミからの問い合わせや質問への回答 

   ・自主活動グループの支援（平成13年～「源氏物語を読む会」の活動支援） 

   ・公益財団法人川端康成記念会（理事長 川端香男里）、川端康成学会との交渉 

 

４ 平成２７年度の事業 

 〈文化振興ビジョン完成・川端康成文学館開館30周年記念事業〉 

①川端康成文学館館蔵品展「田主誠版画展―川端康成の少年時代」 ４月15日（水）～29日（水） 

②川端康成生誕月記念企画展「若き川端康成の恋」        ６月１日(月)～29日（月） 

   ③川端康成文学館夏休み企画 「川端康成って知ってる？」    ７月20日（月）～８月30日（日） 

   ④川端康成文学館俳句コンクール          （作品募集）７月20日（月）～10月31日（土） 

                        （表 彰 式）12月23日（水） 

                        （作 品 展）12月19日（土） 

～平成28年１月31日（土） 

   ⑤小学生のための親子俳句教室（講師：坪内稔典氏）       ８月19日（水） 

 ⑥川端康成文学館ギャラリー企画展  

・谷敷正人 作陶展（九谷焼）                 10月１日（木）～15日（木） 

・奥 宣憲 書作展                      10月16日（金）～31日（土） 

    ・三輪なつ子 洋画展                                   11月１日（日）～15日（日） 

〈その他〉 

   ⑦文学講座 

    （前期）「川端康成の恋」  講話①６月３日（水）、講話②６月10日（水）、講話③６月17日（水） 

 （後期）「川端康成が惹かれた京都・『源氏物語』の世界（仮）」 

講話①10月２日（金）、講話②10月14日（水）、講話③10月21日（水） 

源氏香ワークショップ：10月30日（金） 

   ⑧連続講座「川端康成ゆかりの作家たち」  

講話① ５月24日（日）、 講話②７月19日（日）、講話③９月20日（日） 

講話④11月15日（日）、 講話⑤12月20日（日） 

  ⑨川端康成文学館テーマ展示 

   ・「『雪国』の世界」                    ２月11日（水）～５月24日（日） 

   ・「川端康成の小・中学校時代と茨木」           ７月10日（金）～９月28日（月） 

   ・「川端康成と京都」                   10月1日（木）～12月23日（水） 

   ・「川端康成からの年賀状」           平成28年 1月6日（水）～１月31日（日） 

   ・「川端康成と少女小説」                 2月10日（水）～5月23日（月） 

 


